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コメントリスト

番号 指摘日 コメント内容 ページ番号

１
平成31年4月15日
第173回ヒアリング

出戸西方断層については、先行施設の審査状況を踏まえ、長さに変
更があった場合は、適切に補正申請書の内容へ反映すること。

P145～P148

２
令和元年12月2日

面談

下北断層の上載層としての役割を果たしている砂子又層の年代につ
いて、自社で測定しているデータもあるのであれば、それを提示すると
ともに、年代観について説明すること。

P264
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【下北断層の評価概要】

 申請時（H26.1.15）の評価
・北部について、野牛測線の反射法地震探査により、推定断層を覆
う砂子又層に変形がないことを確認。

・下北断層が推定されるLoc.S-1周辺において、砂子又層が東に緩
く傾斜し、50°程度の傾斜を示す目名層を顕著な傾斜不整合で覆
うことを確認。

 申請以降実施した各種調査・検討
・野牛測線の反射法地震探査測線上で群列ボーリングを追加。
また、直近の中位段丘面（Ｍ１面）の旧汀線高度をDEMで判読。

・Loc.S-1周辺について、範囲を広げ地表地質調査を追加実施。

 最終評価

・野牛測線付近における群列ボーリングの結果、砂子又層に変形がな

いことを確認。 また、直近の中位段丘面（Ｍ１面）に高度差がないこと

を確認。

・Loc.S-1周辺における追加調査により、断層の影響で急傾斜して
いる蒲野沢層及び目名層を砂子又層がほぼ水平に覆っていること
を再確認し、下北断層の活動は砂子又層堆積期（前期更新世）に
は終了していることを確認。

【大陸棚外縁断層の評価概要】

 申請時（H26.1.15）の評価
・既存の海上音波探査結果等に加え、当社及び下北３事業者で行った
海上音波探査、海底地形面調査、ドレッジ調査等の結果を踏まえ、大
陸棚外縁断層は、後期更新世以降の活動はないものと評価。

 申請以降実施した各種調査・検討

・大陸棚外縁断層を覆うＢＰ層/ＣＰ層境界の年代をより高い精度

で検討するため、海上ボーリング調査及び浅部を対象とした

高解像度の海上音波探査を追加。

 最終評価

・大陸棚外縁断層を覆う約25万年前の地層（ＢＰ/ＣＰ境界）に係る知見

が拡充され、既往の解釈の妥当性を確認。

・海上ボーリングおよび高解像度海上音波探査結果を踏まえ、大陸棚

外縁断層が、後期更新世以降の活動はないことを再確認。

敷地周辺の主な地質評価結果（概要）①

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P2 再掲
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【石持東方のリニアメントの評価概要】

 申請時（H26.1.15）の評価

・南側のリニアメントについて、群列ボーリングにより、リニアメントを挟

んで、高位段丘面（Ｈ３’面）堆積物上面の高度に不連続がないことを

確認。

 申請以降実施した各種調査・検討

・既往群列ボーリング孔間隔が一部で広いため、追加ボーリング

により補完。

 最終評価

・追加ボーリングの結果、リニアメントを挟んで、砂子又層内の鍵層に

不連続がないことを確認。

 申請時（H26.1.15）の評価
・地震調査研究推進本部（2009）により約24kmの活断層と評価。

 申請以降実施した各種調査・検討
・文献調査、地表地質調査、海上音波探査記録の解析を実施。

 最終評価

・北方は陸域の峠下付近、南方は複数の断層を一連の構造として、

南東分岐の延長は約26km、南西分岐の延長は約28kmと評価。

【出戸西方断層の評価概要】

 申請時（H26.1.15）の評価
・文献調査結果による断層の長さと敷地からの距離とを考慮し、
敷地に与える影響は小さいものと評価。

 申請以降実施した各種調査・検討
・文献調査、地表地質調査を実施。

 最終評価

・泊西方（OT-1露頭）から尾駮付近（C測線）に至る約11kmを評価。

【折爪断層の評価概要】

 申請時（H26.1.15）の評価
・地震調査研究推進本部（2009）により約47kmの活断層と評価。

 申請以降実施した各種調査・検討
・文献調査、地表地質調査を実施。

 最終評価

・後藤川左岸から馬場付近に至る約53kmを評価。

【函館平野西縁断層帯の評価概要】

 申請時（H26.1.15）の評価
・地震調査研究推進本部（2009）により約24kmの活断層と評価。

 申請以降実施した各種調査・検討
・文献調査、地表地質調査、海上音波探査記録の解析を実施。

 最終評価

・北方は陸域の峠下付近、南方は複数の断層を一連の構造として、

南東分岐の延長は約26km、南西分岐の延長は約28kmと評価。

敷地周辺の主な地質評価結果（概要）②

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P3 再掲
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【野辺地断層・上原子断層・七戸西方断層の評価概要】

 申請時（H26.1.15）の評価
・日本原燃株式会社（2009）により、野辺地断層、七戸西方断層について
は、後期更新世以降の活断がないものと評価し、上原子断層について
は、約5kmの活断層と評価。

 申請以降実施した各種調査・検討
・文献調査、地表地質調査を実施。

 最終評価

・野辺地断層については、後期更新世以降の活動がないものと評価。

・七戸西方断層については、坪川右岸から猿辺川付近に至る約46kmを

評価。

・上原子断層、七戸西方断層は変位センスが異なるものの、相互の位置

関係から、地震動評価上は一連のものとし、その長さを約51kmと評価。

【根岸西方断層の評価概要】

 申請時（H26.1.15）の評価

・文献調査結果による断層の長さと敷地からの距離とを考慮し、敷地に

与える影響は小さいものと評価。

 申請以降実施した各種調査・検討
・文献調査、海上音波探査記録の解析を実施。

 最終評価

・津軽半島北方の津軽海峡から陸奥湾西部に至る約38kmを評価。

敷地周辺の主な地質評価結果（概要）③

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P4 再掲
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敷地周辺陸域及び近傍の断層評価結果（敷地の中心から半径30km範囲）

敷地周辺陸域の断層及びリニアメント分布図（半径30km 以内）

No. 断層等名称 評価長さ 評価結果 記載箇所

① 下北断層 －
後期更新世以降の
活動性はないと判断

P27

② 横浜断層 約15.4km
後期更新世以降の
活動性を考慮

P57

③ 一切山東方断層 －
後期更新世以降の
活動性はないと判断

P67

④ 老部川右岸の断層 －
後期更新世以降の
活動性はないと判断

P67

⑤
目名東方の推定活断
層

－
組織地形によるもの
と判断

P75

⑥ 石持東方のリニアメント －
組織地形によるもの
と判断

P79

⑦
一里小屋付近のリニア
メント

－
組織地形によるもの
と判断

P89

⑧
小田野沢西方のリニア
メント

－
組織地形によるもの
と判断

P95

⑨
恐山東山麓のリニアメ
ント

－
組織地形によるもの
と判断

P239

5

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P5 再掲
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空中写真判読により抽出・分類された地形

凡　　例

5-a 地形番号

記号

TRA
※

TRB

TRC

TRD

短線は低い側を示す。短線がないものは，両側で高度の不連続が認めら
れないもの。

段丘面上の急傾斜部
矢印の方向は傾斜方向を示す。

※本地域には，TRＡは判読されない。

等高線（ 100m間隔）は，国土地理院発行の 20万分の 1の地勢図による。

分類

0 10km

第3.2－6図　敷地周辺陸域の空中写真判読による地形分類結果

別紙 14

4－3－102

等高線（ 100m間隔）は，国土地理院発行の 20万分の 1地勢図による。

短線は低い側を示す。短線がない変動地形の可能性のある地形は，
両側で高度の不連続が認められないもの。

段丘面上の急傾斜部
矢印の方向は傾斜方向を示す。

変動地形の可能性のある地形

ランク凡例

TRA
※

TRB

TRD

TRC

凡　　例

活断層であると推定されるもの（確実度Ⅱ）

活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）

「[新編]日本の活断層」（1991）

「活断層詳細デジタルマップ」(2002)

推定活断層

傾動

200万分の1活断層編纂ワーキンググループ(2000)

「活断層詳細デジタルマップ[新編]」(2018) により示されている推定活断層
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①函館平野西縁断層帯

⑩根岸西方断層

②青森湾西岸断層帯

⑧上原子断層
⑨七戸西方断層

⑤折爪断層

④津軽山地西縁
断層帯南部

⑥出戸西方断層

③津軽山地西縁
断層帯北部

敷地周辺陸域の断層評価結果

（敷地の中心から半径30km以遠）

文献による敷地周辺陸域の活断層分布図（半径30km以遠）

No. 断層等名称 評価長さ 評価結果 備考 記載箇所

①
函館平野
西縁断層帯

海域南東延長部
含む函館平野
西縁断層帯

約26km

後期更新世以降
の活動性を考慮

P101
海域南西延長部
含む函館平野
西縁断層帯

約28km

② 青森湾西岸断層帯 約31km
後期更新世以降
の活動性を考慮

地震調査
推進本部
（2004）に
よる評価

P117

③ 津軽山地西縁断層帯北部 約16km
後期更新世以降
の活動性を考慮

地震調査
推進本部
（2004）に
よる評価

P121

④ 津軽山地西縁断層帯南部 約23km
後期更新世以降
の活動性を考慮

地震調査
推進本部
（2004）に
よる評価

P121

⑤ 折爪断層 約53km
後期更新世以降
の活動性を考慮

P125

⑥ 出戸西方断層 約11km
後期更新世以降
の活動性を考慮

P135

⑦ 野辺地断層 －
組織地形による
ものと判断

P149

⑧ 上原子断層 約5km
連動考慮
約51km

後期更新世以降
の活動性を考慮

P157

⑨ 七戸西方断層 約46km P163

⑩ 根岸西方断層 約38km
後期更新世以降
の活動性を考慮

P171

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P6 再掲

⑦野辺地断層

※ 函館平野西縁断層帯、根岸西方断層については、海域延長部も記載。
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③尻屋崎南東沖断層

No 断層等名称 評価長さ 評価結果 記載箇所

① 大陸棚外縁断層 －
後期更新世以降の
活動性はないと判断

P201

② 石持納屋沖の伏在断層 －
組織地形によるもの
と判断

P213

③ 尻屋崎南東沖断層 約14.5km
後期更新世以降の
活動性を考慮

P219

④ 恵山沖断層 約47km
後期更新世以降の
活動性を考慮

P225

①大陸棚外縁断層

②石持納屋沖
の伏在断層

④恵山沖断層

※ 函館平野西縁断層帯、根岸西方断層の海域延長部は『文献による敷地周辺陸域の活断層分布図（30km以遠）』（前ページ）に記載のため省略。

敷地周辺海域の断層分布図
*1（現 国立研究開発法人産業技術総合研究所地質調査総合センター）

敷地周辺海域の断層評価結果
審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P7 再掲
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余白
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１．敷地周辺陸域の地質・地質構造

１．１ 敷地周辺陸域の地形、地質・地質構造



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社
13

（１）敷地周辺陸域の地形

敷地周辺陸域の地形図

 敷地周辺陸域は下北半島に位置し、
北側は津軽海峡に、東側は太平洋
に、南側は陸奥湾にそれぞれ面して
いる。

 敷地周辺陸域の地形は、西から下
北山地、むつ低地及び下北脊梁山
地に大別される。敷地は津軽海峡に
面したむつ低地北部に位置する。

 敷地は標高約20ｍ～約30ｍのなだ
らかな台地からなり､敷地造成高は
標高16ｍである。

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P13 再掲



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社
14

 むつ低地には、段丘堆積層(tr)が広く分布する。
 恐山周辺には、恐山火山噴出物(Ov)が広く分布する。
 下北半島東部に広く分布する砂子又層の堆積年代は、鮮新世～前期更新
世と考えられる。

（２）敷地周辺陸域の地質・地質層序

敷地周辺陸域の地質図

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P14 再掲
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敷地周辺陸域の段丘面区分図

 敷地周辺陸域の段丘面に
ついて、空中写真判読結果、
地表地質調査結果等により、
段丘面の分布形態、保存状
態、高度、堆積物の層相、
火山灰層との関係等につい
て検討を行い、高位より、高
位面（Ｈ1 面、Ｈ2 面、Ｈ3 面、
Ｈ4 面、Ｈ5 面及びＨ6 面）、
中位面（Ｍ1 面、Ｍ1’面及び
Ｍ2 面）並びに低位面（Ｌ1

面、Ｌ2 面及びＬ3 面）に区分
した。

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P15 再掲

（３）敷地周辺陸域の段丘面区分・形成年代①
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（３）敷地周辺陸域の段丘面区分・形成年代②
テフラ 年代 年代の根拠

十和田八戸火山灰（To-HP） 約1.5万年前 町田・新井(2011)

姶良(AT) 約3.0～2.8万年前 町田・新井(2011)

十和田ビスケット1降下軽石(To-BP1) 約3.2万年前 町田・新井(2011)

十和田レッド降下軽石(To-Rd) 約8万年前 L1面（南関東の三崎面(MIS5a)に対比)堆

積物を覆う風成ローム層の最下部に狭在
より、降下年代は三崎面形成直後と判断。

阿蘇４火山灰(Aso-4) 約9～8.5万年前 町田・新井(2011)

三瓶木次テフラ(SK) 約10.5万年前 町田・新井(2011)

洞爺火山灰(Toya) 約11.5～11.2万年前 町田・新井(2011)

オレンジ降下軽石(OrP) WP軽石層の上位で
洞爺火山灰層の下位

H6面堆積物を覆う風成ローム層下部に挟
在。WP軽石層の上位で洞爺火山灰層の
下位 （桑原(2004))。

白ベタ降下軽石(WP) 約20～16万年前 宮内(1988)

中野沢２テフラ（仮称)(NK-2) FT年代測定：
0.21±0.06Ma

年代測定はRFSにて実施。

BoP降下軽石 約33～22万年前 宮内(1988)

【恐山火山起源降下軽石】

Os-6

Os-3

MIS7における小海退期 H5’面堆積物を覆い、H5面堆積物に覆わ
れる。

Os-2 MIS8～MIS7の海進期
（TL年代測定：
0.341±0.102Ma）

H4面堆積物を覆うローム層中及びH5’面堆

積物下位の谷埋堆積物中に挟在。
年代測定はRFSにて実施。

Os-1 MIS10～MIS9の移行期 H3面堆積物を覆い、H4面堆積物を覆うロ
ーム層中には認められない。

【恐山火山起源火砕流堆積物】

関根第２火砕流堆積物(Os-Sk2)

関根第１火砕流堆積物(Os-Sk1)

二又沢火砕流堆積物(Os-Ft)

MIS7における小海退期
（Os-Sk2のFT年代測定：
0.30±0.05Ma)

H5’面堆積物を覆い、H5面堆積物に覆わ
れる。年代測定はRFSにて実施。

正津川火砕流堆積物(Os-Sh) MIS8～MIS7の海進期 H4面堆積物を覆うローム層中及びH5’面堆
積物下位の谷埋堆積物中に挟在。

落野沢火砕流堆積物(Os-Ot) MIS13～MIS12の移行期
よりも上位(TL年代測定：
0.591±0.118Ma)

袰川岩屑なだれ堆積物（H2面堆積物を覆

うローム層の最下部に挟在することから、
噴出時期がMIS13～MIS12の移行期と判
断）より上位。年代測定はRFSにて実施。

16

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P16 再掲
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審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P17 再掲

（３）敷地周辺陸域の段丘面区分・形成年代③
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敷地周辺陸域の断層及びリニアメント分布図（半径30km 以内）
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空中写真判読により抽出・分類された地形

凡　　例

5-a 地形番号

記号

TRA
※

TRB

TRC

TRD

短線は低い側を示す。短線がないものは，両側で高度の不連続が認めら
れないもの。

段丘面上の急傾斜部
矢印の方向は傾斜方向を示す。

※本地域には，TRＡは判読されない。

等高線（ 100m間隔）は，国土地理院発行の 20万分の 1の地勢図による。

分類

0 10km

第3.2－6図　敷地周辺陸域の空中写真判読による地形分類結果

別紙 14

4－3－102

等高線（ 100m間隔）は，国土地理院発行の 20万分の 1地勢図による。

短線は低い側を示す。短線がない変動地形の可能性のある地形は，
両側で高度の不連続が認められないもの。

段丘面上の急傾斜部
矢印の方向は傾斜方向を示す。

変動地形の可能性のある地形

ランク凡例

TRA
※

TRB

TRD

TRC

凡　　例

活断層であると推定されるもの（確実度Ⅱ）

活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）

「[新編]日本の活断層」（1991）

「活断層詳細デジタルマップ」(2002)

推定活断層

傾動

200万分の1活断層編纂ワーキンググループ(2000)

「活断層詳細デジタルマップ[新編]」(2018)により示されている推定活断層

小田野沢西方
のリニアメント

石持東方の
リニアメント

一里小屋付近
のリニアメント

恐山東山麓の
リニアメント

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P18 再掲

（４）敷地周辺陸域の断層及びリニアメント
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審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P19 再掲

（５）空中写真による変動地形判読基準
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敷地周辺の重力異常図（ブーゲー異常）

 太平洋側南部の大陸斜面か
ら下北脊梁山地を経て尻屋
海脚にかけて高重力異常域
が､陸奥湾からむつ低地を経
て津軽海峡にかけて低重力
異常域がそれぞれ認められ､
両地域の境界部には､ＮＮＥ
－ＳＳＷ方向の重力異常の
急勾配域が比較的直線的に
連続する。

 また､下北山地及びその北方
海域は周囲に比べて相対的
に高重力異常域となっている
ものの､周囲の低重力異常
域との境界は比較的勾配が
緩く､直線性に欠ける。その
他では､延長が長く直線性の
高い重力異常急勾配域は認
められない。

尻

屋

海

脚

大

陸

斜

面

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P20 再掲

（６）重力異常分布
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 中塚・大熊（2009）が、北海道苫小牧～三陸沖にかけて記載している正の磁気異常帯は、長﨑（1997）に示されている苫小牧リッジに対応している。

 長﨑（1997）によると、苫小牧リッジ（中塚・大熊（2009）が示す北海道苫小牧～三陸沖にかけて確認されている正の磁気異常帯）は、主に花崗岩や塩

基性火成岩によって構成され、この花崗岩は、前期～後期白亜紀に連続して続いた正磁極期に熱残留磁化を獲得した可能性が高いとされている。

 なお、大陸棚外縁断層は、中塚・大熊（2009）に示されている下北半島沖合いの正の磁気異常の西縁付近に位置している。

敷地

長﨑（1997）より抜粋・一部加筆

長﨑（1997）よる北海道・東北日本のインデックス・マップ 中塚・大熊（2009）による磁気異常分布

0 100km

中塚・大熊（2009）より抜粋・一部加筆

苫小牧リッジ

大陸棚外縁断層

21

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P21 再掲

（７）磁気異常図（長﨑（1997）及び中塚・大熊（2009）による磁気異常図）



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社

長﨑（1997）より抜粋・一部加筆

長﨑（1997）よる北海道・東北日本のインデックス・マップ

苫小牧リッジ

前期～後期白亜紀に連
続して続いた正磁極期

蛇紋岩、玄武岩
と同程度の強い
磁化率を示す場
合がある

長﨑（1997）より
抜粋・一部加筆

帯磁率Ｋの頻度分布

地磁気の逆転図（ジュラ紀～現在）

長﨑（1997）より
抜粋・一部加筆

○「沼ノ端SK-2D」（石油資源開発株式会社の坑井）
・花崗岩質の基盤岩を確認。
・近傍の「南勇払SK-2D」における花崗岩コアの分析によ
り、前期白亜紀を示唆する放射年代が得られ、黒雲母
花崗岩と鑑定されている。

○基礎試錐「気仙沼沖」（経済産業省）
・花崗岩質の基盤岩を確認。
・基盤岩コアから、前紀白亜紀を示唆する放射年代が得ら
れ、黒雲母花崗岩である。

○「八戸沖1-X」（帝国石油株式会社の坑井）
・上部白亜系の下位に玄武岩を確認。
・久慈～八戸沖では、地磁気異常帯と同じ場所に極めて
強い正の重力異常が確認されており、地磁異常の一部
は塩基性火成岩が担っている可能性がある。

敷地

長﨑（1997）よると、以下のとおり記載されている。
 苫小牧リッジ（北海道苫小牧～三陸沖にかけて確認されている正の磁気異常帯）は、主に花崗岩や塩基性火

成岩によって構成されている。
 この花崗岩は、「沼ノ端SK-2D」、「気仙沼沖」及び「沼ノ端SK-2D」近傍の「南勇払」における分析から、前期

白亜紀を示唆する年代が得られ、特に「南勇払」では100Maの年代が得られており、右図の「地磁気の逆転
図」に示すとおり、前期～後期白亜紀に連続していた正磁極期に熱残留磁化を獲得した可能性が高い。

22

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P22 再掲（７）磁気異常図

（参考）長﨑（1997）の記載内容



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社
23

小・微小地震分布平面図

 文献による断層やリニアメントとの関
連は認められず､活断層の存在を示
唆するような微小地震分布の直線状
の配列は認められない。

 また､陸域における重力異常急勾配
域で地震活動が顕著となる傾向も認
められない。

小・微小地震分布断面図（東西）

小・微小地震分布断面図（南北）

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P23 再掲

（８）小・微小地震分布
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（９）断層分布

文献による断層分布

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P24 再掲



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社

余白
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１．敷地周辺陸域の地質・地質構造

１．２ 敷地周辺陸域の断層評価（敷地の中心から半径30km範囲）
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（１）文献による評価、空中写真判読

北村・藤井（1962）
山崎ほか

50万分の１活構造図「青森」（1986）
活断層研究会編

「［新編］日本の活断層」（1991）
今泉ほか編

「活断層詳細デジタルマップ［新編］」（2018）

活 断 層 ：過去に繰り返し動いてきた跡が地
形に現れ、今後も活動を繰り返す
と考えられる断層

推定活断層：地形的な特徴により活断層の存
在が推定されるが、現時点では
明確には特定できないもの

断層名 長さ

下北断層※１
約11km（図読）
（推定活断層）

断層名 長さ

下北断層
※１

約8.5km（図読）
(新第三系及び下部更新統の断層)

※１：北村・藤井（1962）の断層名とした。

下北断層※１

 下北断層は、北村・藤井（1962）によれば、東通村岩屋付近から砂子又付近を経て横浜町浜田付近に至る間の朝比奈平丘陵西縁をＮＮＥ－ＳＳＷ方向に連
続する断層として示されている。

 「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）によれば、東通村岩屋南方から同村野牛南東に至る間及び東通村蒲野沢東方から砂子又付近に至る間の約
11km間において、北村・藤井（1962）による下北断層付近に、推定活断層が雁行状に示されており、このうち、岩屋南方から野牛南東に至る間に示されてい
る推定活断層の東側山地内には西方への傾動が示されている。

 50万分の1活構造図「青森」（1986）によれば、東通村蒲野沢東方からむつ市二又北東に至る約8.5km間において、北村・藤井(1962)による下北断層付近に、
新第三系及び下部更新統の断層が示されているものの、活断層は示されていない。

 「［新編］日本の活断層」（1991）によれば、北村・藤井（1962）による下北断層付近に、活断層、推定活断層あるいはリニアメントは示されていない。

追加1.2.1 下北断層
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（１）文献による評価、空中写真判読

下北断層周辺の空中写真判読図

岩屋

野牛

蒲野沢

砂子又

近川

 下北断層は､北村・藤井（1962）によれば､東通村岩屋付近
から砂子又付近を経て横浜町浜田付近に至る間の朝比奈
平丘陵西縁をＮＮＥ－ＳＳＷ方向に連続する断層として示さ
れている。

 「活断層詳細デジタルマップ［新編］」（2018）によれば､東通
村岩屋南方から同村野牛南東に至る間及び東通村蒲野沢
東方から同村砂子又付近に至る間の約11km 間において､
北村・藤井（1962）により下北断層が示されている位置付近
に､推定活断層が雁行状に示されており､このうち､岩屋南
方から野牛南東に至る間に示されている推定活断層の東
側山地内には西方への傾動が示されている。

 岩屋南方から砂子又付近を経てむつ市近川東方に至る約
20km 間に､ＮＮＥ－ＳＳＷ方向のＬＤリニアメントが断続的に
判読される。このリニアメントは､北村・藤井（1962）により示
されている下北断層付近に位置し､北部の岩屋南方から砂
子又付近に至る区間は､「活断層詳細デジタルマップ［新
編］」（2018）に示されている推定活断層に対応する。

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P27 再掲

1.2.1 下北断層
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申請書記載
P4-3-163

第3.2.2-15図
に加筆・修正

29
下北断層周辺の地質断面図

（２）下北断層周辺の地質断面図

岩屋

野牛

蒲野沢

砂子又

近川

S-1

下北断層周辺の地質図

 東通村蒲野沢東方か
ら同村砂子又に至る間
においては、蒲野沢層
が東へ急傾斜しており、
その東側には西方へ
緩く傾斜する猿ヶ森層
が分布していることか
ら、西側の蒲野沢層と
東側の猿ヶ森層とを境
する断層が推定される
（B-B’、C-C’及びD-D’

断面）。
 東通村砂子又以南で
は、中新統の猿ヶ森層､
泊層及び蒲野沢層は
いずれも西へ60°程
度以上の急傾斜を示し
ており､この急傾斜帯
はむつ市近川東方まで
追跡される（E-E’、F-F’

及びG-G’断面）。
 砂子又以北と以南で、
地質構造が異なるため、
北部（砂子又以北）と南
部（砂子又以南）に分
けて断層評価を行う。

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P28 再掲

1.2.1 下北断層
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 東通村蒲野沢東方から同村砂子又に至る間においては、蒲野沢層が
東へ急傾斜しており、その東側には西方へ緩く傾斜する猿ヶ森層が
分布していることから、西側の蒲野沢層と東側の猿ヶ森層とを境する
断層が推定される（B-B’及びC-C’断面）。

 断層推定位置には、リニアメントは判読されないものの、その西側及
び東側にＬＤリニアメントが判読される。

 しかし、断層推定位置付近に広く分布する砂子又層は、大局的には
緩い向斜構造を示しており、断層及びその存在を示唆する構造は認
められない（Loc.S-1）。

Loc.S-1
Loc.a

ＬＤ ＬＤ

ＬＤ

推定断層位置

推定断層位置

下北断層周辺の地質断面図

下北断層周辺の地質図

岩屋

野牛

蒲野沢

砂子又

近川

S-1

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P29 再掲

1.2.1 下北断層

（３）下北断層（北部）の断層評価①：地質断面図
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Loc.S-1 スケッチ

Loc.S-1 周辺のルート
マップ・地質断面図

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P30 再掲

岩屋

野牛

蒲野沢

砂子又

近川

S-1

【Loc.S-1 露頭】
 蒲野沢層を覆う目

名層も東へ50°
程度の傾斜を示
すが、砂子又層は
東へ緩く傾斜を示
し､目名層を顕著
な不整合で覆って
いる。

 地表地質調査の
結果、砂子又層は、
大局的には緩い
向斜構造を示して
おり、断層及びそ
の存在を示唆す
る構造は認められ
ない。

 下北断層は東急
傾斜を示す蒲野
沢層と西傾斜を示
す猿ヶ森層との間
の砂子又層分布
域に推定され（前
ページC-C’断面）、

リニアメントが判
読される位置とは
一致しない。

下北断層周辺の地質図

1.2.1 下北断層

（３）下北断層（北部）の断層評価②：Loc.S-1
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 Loc.S-1周辺では、蒲野沢層は、西から東へ向かって、緩傾斜から急傾斜となり、Loc.S-1では、蒲野沢層を覆う目名層も東へ50°程
度の傾斜を示すが、砂子又層は東へ緩く傾斜を示し､目名層を顕著な不整合で覆っている。

 なお、リニアメントの延長位置（地点④、⑤付近）には、断層は認められない。

地点②
蒲野沢層の泥岩中に狭在する極細粒

凝灰岩・粗粒凝灰岩薄層。約49°の南
東傾斜を示す。

地点④（写真左右反転）
蒲野沢層の泥岩。平行ラミナが発達し、上部には砂岩

を狭在する。約79°の南東傾斜を示す。

地点⑤（写真左右反転）
蒲野沢層の軽石凝灰岩中に狭在する細粒～極細粒凝灰

岩。約77°の南東傾斜を示す。

地点⑥
蒲野沢層の極細粒凝灰岩及び軽石

混じり細粒凝灰岩。約73°の南東傾
斜を示す。

地点⑦
目名層の軽石質砂岩及び軽石混じり

礫質砂岩。約50°の南東傾斜を示す。

地点⑧（Loc.S-1）
約47°の南東傾斜を示す目名層の軽石凝灰岩を、

砂子又層の礫岩が傾斜不整合で覆う。

地点⑨
砂子又層の礫岩中に狭在する粗粒

凝灰岩～凝灰質砂岩。約8°の南東
傾斜を示す。

LDリニアメント延長位置

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P31 再掲

1.2.1 下北断層

（３）下北断層（北部）の断層評価②：Loc.S-1周辺の露頭
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Loc.a 地質断面図・スケッチ・写真

【Loc.a 露頭】
 リニアメントが判読される位置における露頭において、蒲野沢層の泥岩と軽石質

凝灰岩とが整合関係で接しており、断層がないことを確認した。
 リニアメントはこれらの地層の差別侵食による影響を反映したものと考えられる。
 なお、蒲野沢層中の小断層は、変位が数cm～20cm程度と小さく、破砕部を伴

わず、固結している。

岩屋

野牛

蒲野沢

砂子又

近川

S-1

下北断層周辺の地質図

W← →Ｅ ※左右反転

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P32 再掲

ＬＤリニアメント

1.2.1 下北断層

（３）下北断層（北部）の断層評価③：Loc.a
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下北断層周辺の空中写真判読図

野牛測線の深度断面とその解釈

尻屋崎

岩屋

蒲野沢

砂子又

近川

野牛測線の深度断面とその解釈

野牛

 既往の評価では、野牛測線における反射法地震探査結果（東京電力
実施、ＲＦＳ解析）より、蒲野沢層中に断層が推定されるものの、断層
の上盤に形成された背斜構造が砂子又層に傾斜不整合で覆われ、
砂子又層には変形は認められない、としていた。

 これに対して、背斜構造を覆う砂子又層の変形の有無を確認するた
めに、野牛測線北側で群列ボーリングを実施した。

 なお、リニアメントは尻屋層群と砂子又層との不整合境界に対応して
いる。

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P33 再掲

LD LD

1.2.1 下北断層

（３）下北断層（北部）の断層評価④:野牛測線の既往評価
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東通村野牛付近における地質断面図（追加ボーリング調査結果）
および野牛測線の深度断面とその解釈（拡大）
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0

 ボーリング調査
の結果、反射断
面と同様の蒲野
沢層の背斜が確
認され、それを覆
う砂子又層は、
鍵層の状況から、
ほぼ水平に堆積
し、断層の影響を
示唆する変形等
は認められない
ことを確認した。

 また、ボーリング
地点の北側のＭ1

面は、旧汀線高
度をDEMで読み
取りした結果が
36m~40mであり、
ほぼ水平で分布
し、傾動していな
いことを確認した。

35※地質断面図及び深度断面は、N20°E方向（下北断層の推定断層位置の走向方向）に投影

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P34 再掲

1.2.1 下北断層

（３）下北断層（北部）の断層評価④：野牛測線付近追加ボーリング調査結果①
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①
③②

④

⑤

⑥
⑦

⑧
⑨
⑩

⑪
⑫

④

⑤

⑥

⑧
⑨

⑩

⑪

⑦

⑫

⑬

⑭
⑮

⑭

⑬

⑮

縦横比 1:4

 N-3付近における地表面の凹みが蒲野沢層上面の凹みと調和的であるように見える。
 しかし、対比層準⑮、⑭では凹みがあるものの、⑬では凹みはなく、地表面の凹みは堆積構造と想定される。
 対比層準⑪～⑦の層厚を見ると、N-3で薄くなっており、N-3付近で削剥されやすい堆積環境であったことが想定さ
れる。これによって、地表面におけるN-3の凹みが形成されたものと想定される。

 なお、ボーリング地点の北側に分布するＭ１面の旧汀線高度は、ほぼ水平であることを確認している（前ページ）。

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P35 再掲

1.2.1 下北断層

（３）下北断層（北部）の断層評価④：野牛測線付近追加ボーリング調査結果②
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N-2

N-3

N-4

凡例

： 対比層準範囲
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 本層準は、上部に『①：シルト質極細粒凝灰岩と凝灰質中粒砂岩との互層』を、下部に
『②：シルト質極細粒凝灰岩』を含むことで特徴づけられる。

②

①

②

①

②

①

②

①

② ①

②

②

②

①

②

（３）下北断層（北部）の断層評価④：野牛測線付近追加ボーリング調査結果③ コア写真（対比層準⑤）

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P36 再掲

1.2.1 下北断層
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N-1

N-2

N-3

N-4

39

40

41

42

43

35

36

37

38

39

32

33

34

34

35

36

37

38

 本層準は、上部に『①：極細粒凝灰岩～細粒凝灰岩』を、下部に『②：結晶質粗粒凝灰岩
と軽石凝灰岩との互層～軽石混じり結晶質粗粒凝灰岩』を含むことで特徴づけられる。

： ① 極細粒凝灰岩～細粒凝灰岩

： ② 結晶質粗粒凝灰岩と軽石凝灰岩との互層～軽石混じり結晶質粗粒凝灰岩

凡例

： 対比層準範囲

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P37 再掲

1.2.1 下北断層

（３）下北断層（北部）の断層評価④：野牛測線付近追加ボーリング調査結果④ コア写真（対比層準⑪ 1/2）
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N-5

N-6

N-7

N-8

37

38

39

40

37

38

39

37

38

39

38

39

40

41

凡例

： 対比層準範囲

39

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P38 再掲

1.2.1 下北断層

（３）下北断層（北部）の断層評価④：野牛測線付近追加ボーリング調査結果⑤ コア写真（対比層準⑪ 2/2）
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N-2

N-3

N-4

N-5

N-6

凡例

： 対比層準範囲

51

52

45

46

47

48

50

51

48

49

40

 本層準は、『淡褐色の極細粒凝灰岩』として特徴づけられる。

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P39 再掲

1.2.1 下北断層

（３）下北断層（北部）の断層評価④：野牛測線付近追加ボーリング調査結果⑥ コア写真（対比層準⑫）
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N-3

N-4

N-5

N-6

N-7

N-8

62

63

64

65

53

54

55

56

57

58

57

58

59

60

61

60

55

56

57

56

54

凡例

： 対比層準範囲
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 本層準は、『砂混じり軽石凝灰岩～軽石混じり砂岩層』中に認められる『礫混じり粗粒砂
岩』として特徴づけられる。

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P40 再掲

1.2.1 下北断層

（３）下北断層（北部）の断層評価④：野牛測線付近追加ボーリング調査結果⑦ コア写真（対比層準⑬）
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N-6
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N-8
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凡例

： 対比層準範囲
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 本層準は、『砂混じり軽石凝灰岩～軽石混じり砂岩層』中に認められる『礫混じり粗粒砂
岩』として特徴づけられる。

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P41 再掲

1.2.1 下北断層

（３）下北断層（北部）の断層評価④：野牛測線付近追加ボーリング調査結果⑧ コア写真（対比層準⑮）



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社
43

下北断層周辺の空中写真判読図

【下北断層（北部）のリニアメントの成因】

 岩屋南方から野牛南東に至る間の東側のリニアメントは尻屋
層群と猿ヶ森層あるいは砂子又層との不整合境界に対応し
ており､反射法地震探査結果によっても､リニアメント付近に
断層は推定されない（野牛測線）。

 蒲野沢東方から砂子又に至る間の西側のリニアメントは蒲野
沢層の泥岩と軽石質凝灰岩との岩相境界に対応しており､リ
ニアメントに対応する位置において､蒲野沢層の泥岩と軽石
質凝灰岩とが整合関係で接していることが直接確認された。

 以上のことから、リニアメントはこれらの不整合境界や地質境
界における差別侵食による影響を反映したものと考えられる。

尻屋崎

岩屋

蒲野沢

砂子又

近川

野牛

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P42 再掲

1.2.1 下北断層

（３）下北断層（北部）の断層評価⑤
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【片崎山付近の傾動】
［変動地形学的調査結果］
 東通村片崎山付近のＨ１ 面及びＨ２面はやや
急な西方への傾斜を示す。

 しかし、その北方に分布するＨ３’面及びＨ４面
はほぼ平坦であり、Ｈ１ 面及びＨ２面の西側と

東側に分布するＭ１面の旧汀線高度にも顕著
な高度差は認められない。

 空中写真判読による旧汀線高度の認定には、
扇状地堆積物の有無等による誤差を伴うこと
から、ボーリング調査によって、片崎山付近の
傾動を取り囲むように分布する中位段丘面
（Ｍ１面）について旧汀線高度の確認を行った。

片崎山付近の傾動とそれを取り巻く段丘面

片崎山

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P43 再掲

1.2.1 下北断層

（３）下北断層（北部）の断層評価⑥
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片崎山付近の傾動とそれを取り巻く段丘面

（３）下北断層（北部）の断層評価⑦

Ｍ1面堆積物

野牛地点における地質断面図

古野牛地点における地質断面図

Ｍ1面堆積物

恐山火山起源
降下テフラ

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P44 再掲

【片崎山付近のボーリング調査結果】
 Ｈ1 面及びＨ2 面の西側と東側で東京電力(株)が実施したボーリング調査により得ら

れたデータを解析した結果、Ｍ1 面の旧汀線高度は、西側の古野牛地点及び野牛
地点ではそれぞれ約37.5ｍ､約33.5ｍ、東側の片崎山東地点及び片崎山北地点で
はそれぞれ約35ｍ、約36.5ｍであり､西側と東側とで顕著な高度差は認められない。

【評価】
 片崎山付近でＨ1 面及びＨ2 面形成以降、傾動があった可能性があるものの、この

傾動もＭ1 面形成以降における継続はないものと判断される。

1.2.1 下北断層
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【片崎山付近のボーリング調査結果】
 Ｈ1 面及びＨ2 面の西側と東側で東京電力(株)が実施したボーリング調査により得ら

れたデータを解析した結果、Ｍ1 面の旧汀線高度は、西側の古野牛地点及び野牛
地点ではそれぞれ約37.5ｍ､約33.5ｍ、東側の片崎山東地点及び片崎山北地点で
はそれぞれ約35ｍ、約36.5ｍであり､西側と東側とで顕著な高度差は認められない。

【評価】
 片崎山付近でＨ1 面及びＨ2 面形成以降、傾動があった可能性があるものの、この

傾動もＭ1 面形成以降における継続はないものと判断される。
片崎山付近の傾動とそれを取り巻く段丘面

（３）下北断層（北部）の断層評価⑧

片崎山東地点における地質断面図

片崎山北地点における地質断面図

KN-1

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P45 再掲

1.2.1 下北断層
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片崎山付近の傾動とそれを取り巻く段丘面

【津軽海峡側ボーリング調査結果】
 岩屋地点及び袰部地点のいずれにおいても、Ｍ１面の旧汀線高
度は標高34ｍ～37ｍ程度を示し、古野牛地点及び野牛地点と
ほぼ同程度の値（標高33ｍ～38ｍ程度）が得られた。

岩屋地点及び袰部地点における地質断面図

W E

NW SE

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P46 再掲

1.2.1 下北断層

（３）下北断層（北部）の断層評価⑨
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片崎山付近の傾動とそれを取り巻く段丘面

片崎山Ｂ地点（Ｂ－Ｂ’）

片崎山Ａ地点（Ａ－Ａ’）
【片崎山Ａ地点】
 片崎山Ａ地点では尻

屋層群内に連続性
に欠ける破砕部及び
地質の傾斜変換部
が認められるものの、
リニアメントに対応す
る断層は認められな
い。

 リニアメント沿いには
Ｈ1面の旧汀線が存
在した可能性があり、
その付近の尻屋層
群の層理面及び片
理面も急傾斜を示す
ことから、表流水が
集中し侵食を受けや
すい環境であったと
考えられる。

【片崎山Ｂ地点】
 片崎山Ｂ地点では尻屋層群が15°～25°程度西傾斜の同斜構造を示

し、断層は存在せず、リニアメントは尻屋層群の粘板岩と砂岩との境界
にほぼ対応していることが確認された。

【評価】
 上記の調査結果より、断層は存在せず、リニアメントはその両側に分布

する岩質の差を反映した侵食地形、または、Ｈ１面の旧汀線付近におけ
る尻屋層群の層理面と片理面の急傾斜に起因した侵食地形である可能
性がある。

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P47 再掲

LD

LD

片崎山Ａ地点、片崎山Ｂ地点における地質断面図 48

1.2.1 下北断層

（３）下北断層（北部）の断層評価⑩
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 東通村砂子又以南では、中新統の猿ヶ森層､泊層及び蒲野沢層はいずれも西へ
60°程度以上の急傾斜を示しており､この急傾斜帯はむつ市近川東方まで追跡
される。

 砂子又層の下部も最大約50°の西傾斜を示すが､砂子又層の上部は急傾斜帯
を傾斜不整合に覆い､西へ緩く傾斜している（Loc.S-2）。

 また､急傾斜帯の泊層分布域の中に蒲野沢層が細長く分布しており､その西側の
泊層との境界に断層が推定されるものの､推定断層位置において砂子又層の上
部に不連続は認められない。

Loc.c
Loc.d

Loc.S-2

ＬＤ

推定断層位置

Loc.b

ＬＤ ＬＤ

ＬＤ

推定断層位置

岩屋

野牛

蒲野沢

砂子又

近川

S-1

下北断層周辺の地質図

F F’

G G’

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P48 再掲

1.2.1 下北断層

（４）下北断層（南部）の断層評価①
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Loc.S-2 スケッチ

打ち込み式ボーリング調査結果
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Ｅ

0 5m

不整合面

Ｗ

Snl

Snl

Snl

b.N16W,6W

b.N6E,33W

Snu
Snu

Snu

Snu

Snu

Snu

崩積土

崩積土

砂子又層（上部）

砂子又層（下部）

Loc.S-2 地質断面図（A－A’）

Loc.S-2 ルートマップ（地質図・等高線追記）

砂子又層上部

砂子又層下部
泊層

蒲野沢層

推定断層

砂子又層（下部）

砂子又層（上部）

50

NW← →SE

【Loc.S-2 露頭】
 砂子又層の下部は西急傾斜を示すが、砂子又層の上部は

下部を傾斜不整合で覆っている。
 また、泊層と蒲野沢層の境界に断層が推定され、砂子又層

の上部は、蒲野沢層以下の急傾斜帯を不整合で分布してお
り、打ち込み式ボーリング調査結果によると、同推定断層位
置で砂子又層の上部に不連続がないことが確認された。

（４）下北断層（南部）の断層評価②

Ｅ← →Ｗ

下北断層周辺の地質図

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P49 再掲

1.2.1 下北断層
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 反射法地震探査によると、リニアメントは、Loc．
S-2 での推定断層の延長位置付近には対応せ
ず、同位置付近には断層は認められない。

下北断層周辺の空中写真判読図

二又測線の深度断面とその解釈

二又測線付近の拡大図

尻屋崎

岩屋

蒲野沢

砂子又

近川

野牛

推定断層延長位置

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P50 再掲

ＬＤリニアメント

1.2.1 下北断層

（４）下北断層（南部）の断層評価③
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下北断層周辺の空中写真判読図

【Loc.b 露頭】
 リニアメントに対応する位置において実

施した地表地質調査により､蒲野沢層と
砂子又層との不整合が確認された。この
南東上方延長の不整合境界がリニアメ
ントに対応する。

【Loc.c 露頭】

 リニアメントに対応する位置において実
施した地表地質調査により､泊層と猿ヶ
森層とが整合関係で接しており、リニア
メントはこの境界に対応している。

Loc.b、c 地質断面図・スケッチ

尻屋崎

空中写真判読により抽出・分類された地形

近川

岩屋

蒲野沢

砂子又

Loc.b、c、d付近の拡大図

野牛

Loc.b スケッチ

Loc.c スケッチ

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P51 再掲

ＬＤリニアメント

ＬＤリニアメント

1.2.1 下北断層

（４）下北断層（南部）の断層評価④



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社
53

下北断層周辺の空中写真判読図

【Loc.d 露頭】
 リニアメントに対応する位置において実施

した地表地質調査により､泊層と猿ヶ森層
とが整合関係で接しており、リニアメント
はこの境界に対応している。

Loc.d 地質断面図・スケッチ

尻屋崎

空中写真判読により抽出・分類された地形

近川

岩屋

蒲野沢

砂子又

Loc.b、c、d付近の拡大図

野牛

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P52 再掲

ＬＤリニアメント

1.2.1 下北断層

（４）下北断層（南部）の断層評価⑤
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下北断層周辺の空中写真判読図

【下北断層（南部）のリニアメントの成因】

 砂子又以南においては､蒲野沢層以下の地層にみ
られる急傾斜帯に沿って､ＬＤリニアメントが数条並
走して､断続的に判読される。

 これらのリニアメントは､Loc．S-2 での推定断層の

位置には対応せず､蒲野沢層と泊層との不整合境
界､砂子又層と蒲野沢層（Loc.b）あるいは泊層との

不整合境界､猿ヶ森層と泊層との地層境界
（Loc.c,d）に対応しており、リニアメントはこれらの

不整合境界や地質境界における差別侵食による
影響を反映したものだと考えられる。

尻屋崎

岩屋

蒲野沢

砂子又

近川

野牛

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P53 再掲

1.2.1 下北断層

（４）下北断層（南部）の断層評価⑥
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 砂子又以北においては、下北断層の砂子又層堆積期以降における活動はないものと判断される。

 片崎山付近でＨ1 面及びＨ2 面形成以降、傾動があった可能性があるものの、この傾動もＭ1 面形成以
降における継続はないものと判断される。

 砂子又以南においては、砂子又層の下部堆積期までは下北断層の活動があった可能性があるものの、
砂子又層の上部堆積期以降における活動はないものと判断される。

 リニアメントは両側の岩質の差を反映した侵食地形あるいは片理面に起因した侵食地形であると判断
される。

 以上のことから、下北断層は、少なくとも後期更新世以降の活動はないと判断される。

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P54 再掲

1.2.1 下北断層

（５）総合評価
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余白
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（１）文献による評価、空中写真判読

57

追加

山崎ほか
50万分の１活構造図「青森」（1986）

活断層研究会編
「［新編］日本の活断層」（1991）

今泉ほか編
「活断層詳細デジタルマップ［新編］」（2018）

断層名 長さ
確実
度

変位の向き

３ 横浜断層 4km Ⅱ 西側隆起

確実度Ⅰ：活断層であることが確実なもの
確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの
確実度Ⅲ：活断層の疑のあるリニアメント

活 断 層 ：過去に繰り返し動いてきた跡が地形に現れ、
今後も活動を繰り返すと考えられる断層

推定活断層：地形的な特徴により活断層の存在が推定され
るが、現時点では明確には特定できないもの

断層名 長さ

横浜断層帯
約10km（活断層）
（図読；約13km）

 「［新編］日本の活断層」（1991）は、横浜町鶏沢東方から同町桧木南東に至る約4km間に、NNE−SSW方向の「活断層であると推定されるもの（確実
度Ⅱ）」を示し、横浜断層と呼び、その活動度をC級としている。

 「活断層詳細デジタルマップ[新編]」(2018)は、むつ市中野沢南東から横浜町横浜南東に至る約10km（図読；約13km）間に、NNE－SSW方向～N-S
方向の雁行する活断層を示し、横浜断層帯と呼んでいる。このうち、中央部は「[新編]日本の活断層」(1991)の横浜断層に対応している。

 50万分の1活構造図「青森」（1986）には、同位置に活断層あるいは推定活断層は示されていない。

1.2.2 横浜断層
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 「［新編］ 日本の活断層」（1991）は、横浜町鶏沢東方から同町桧木南東に至る約４km 間に、ＮＮＥ－ＳＳＷ方向の
「活断層であると推定されるもの（確実度Ⅱ）」を示し、横浜断層と呼び、その活動度をＣ級としている。

 「活断層詳細デジタルマップ［新編］」（2018）は、むつ市中野沢南東から横浜町横浜南東に至る約10km （図読；約
13km）間に、ＮＮＥ－ＳＳＷ方向～Ｎ－Ｓ方向の雁行する活断層を示し、横浜断層帯と呼んでいる。このうち、中央
部は「［新編］日本の活断層」（1991）の横浜断層に対応する。

 むつ市中野沢南東から横浜町鶏沢東方、同町桧木東方を経て同町横浜南東に至る約12.5km 間に、ＮＮＥ－ＳＳＷ
方向～Ｎ－Ｓ方向に連続するＬＢ、ＬＣ及びＬＤリニアメントが断続して判読される。鶏沢東方から桧木南東に至る間で
は、比較的連続が良く同区間のＬＢ及びＬＣリニアメントが「［新編］日本の活断層」（1991）の横浜断層に対応する。

横浜断層周辺の空中写真判読図

（１）文献による評価、空中写真判読

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P55 再掲
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1.2.2 横浜断層
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（２）横浜断層（主部）の断層評価①

【横浜町鶏沢地点（トレンチ調査）】
 トレンチ調査により、洞爺火山灰層の層準に明瞭な変位及び変形が認められ、
阿蘇４火山灰層の層準についても40cm 程度の高度差が認められた。

横浜断層周辺の空中写真判読図

阿蘇４火山灰層準

洞爺火山灰層準 断層
鶏沢トレンチ地点

鶏沢第２トレンチ南側壁面スケッチ

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P56 再掲
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1.2.2 横浜断層
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【横浜断層（主部）の評価】
 反射法地震探査等により､砂子又層の撓曲部に西上がりの逆断層が確認された。

 トレンチ調査により、洞爺火山灰層の層準に明瞭な変位及び変形が認められ、
阿蘇４火山灰層の層準についても40cm 程度の高度差があり、その高度差が断
層活動により形成された可能性を否定できないことから、横浜断層の後期更新
世における活動を考慮する。

鶏沢測線の深度断面とその解釈

【反射法地震探査（鶏沢測線）】
 反射法地震探査の結果､砂子又層の撓曲部に西上がりの逆断層が推定される。

横浜断層周辺の空中写真判読図

鶏沢トレンチ地点

鶏沢測線付近の拡大図

鶏沢測線の深度断面とその解釈

鶏沢トレンチ地点

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P57 再掲
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1.2.2 横浜断層

（２）横浜断層（主部）の断層評価②
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横浜断層北端部
の地質・断面図

【横浜断層の北端（むつ市北川代沢）】
 TRＤの北方では、むつ市南川代沢まで撓曲構造が認められるものの、その北方のむつ市北川代沢においては、蒲野沢層及び泊

層が約60°西傾斜の同斜構造を示しており、撓曲構造は認められないことから、北川代沢を横浜断層北端と評価する。

標高
200m

100m

0m

横浜断層周辺の空中写真判読図
横浜断層北端部の露頭写真

②

露頭①：蒲野沢層砂岩 西傾斜 64° 露頭②：泊層溶岩 西傾斜 55°

露頭③：泊層凝灰角礫岩 西傾斜 55° 写真左右反転 露頭④：泊層凝灰角礫岩 西傾斜 66°

露頭⑤：蒲野沢層砂岩 西傾斜 63° 露頭⑥：泊層溶岩 西傾斜 60° 写真左右反転

①

③ ④

⑤ ⑥

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P58 再掲
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1.2.2 横浜断層

（３）横浜断層（北端）の断層評価
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（参考）５万分の１地質図幅「近川」における近川付近の記載に関する考察

 ５万分の１地質図幅「近川」（今井，1961）によれば、前川上流（南川代沢）の砂子又累層と泊累層との境界付近に逆転層が示されている。

 同図幅が逆転層を示している付近は、横浜断層の上盤側に形成された背斜構造の東翼にあたり、東傾斜を示す蒲野沢層（凝灰岩層）の露
頭が確認される。

 同露頭に認められるクロスラミナは、東側のラミナで切断されており、東が上位であることを示している。

当該位置付近の地質図

５万分の１地質図幅「近川」
（今井，1961）

横浜断層北端部付近の
地質図・地質断面図

５万分の１地質図幅「近川」による「逆転層」付近の露頭、東傾斜を示す蒲野沢層
（凝灰岩層）の露頭であり、ラミナが発達し、一部クロスラミナが認められる。

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P59 再掲
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（４）横浜断層（南端）の断層評価①

横浜断層南端部の空中写真判読図

【反射法地震探査（向平測線）】
 ＬＢ、ＬＣ及びＬＤリニアメントが判読される区間の南方（向平から松栄間）には、その東側に雁行して延長の短いＬＤリニアメントが分

布している。
 横浜町向平付近での反射法地震探査等により、リニアメント延長位置に横浜断層が示すような西上がりの逆断層及び撓曲構造

が存在しないことが確認された。
 なお、リニアメント延長位置の東側に１条の断層が推定された。

向平測線の深度断面とその解釈

向平測線付近の拡大図

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P60 再掲

ＬＤリニアメント延長位置
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1.2.2 横浜断層
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横浜断層南端部の空中写真判読図

向平地点付近の拡大図

【横浜町向平地点（ボーリング調査）】

 向平測線上において､向沢付近のＬＤリニアメントの北方延長部にあたる位置で実施したボーリン
グ調査結果によると、砂子又層の下部の傾斜はやや凹凸を示すものの、これを不整合に覆う砂
子又層の上部は西緩傾斜の同斜構造を示し、横浜断層が示すような西上がりの逆断層及び撓
曲構造は認められず、Ｈ５面堆積物の上面にも不連続は認められない。

【横浜断層南端の評価】
 向平付近で実施した反射法地震探査等により、ＬＢ、ＬＣ及びＬＤリニアメントの南方延長部では、

横浜断層が示すような西上がりの逆断層及び撓曲構造は認められないことから、向平地点を横
浜断層の南端部と評価する。

向平地点の地質断面図

粘土質火山灰

柱状図凡例

風成砂

砂礫

（ 一部にシルト ， 砂を挟む）

砂岩

細礫混り中粒砂岩

凝灰質シルト 岩

礫岩～礫質砂岩

火山灰層

高位段丘堆積層

（ Ｈ ５面堆積物）

砂子又層

黄色細粒火山灰（ Toya）

橙色風化軽石（ Orp）

軽石密集層１

砂質凝灰岩

凝灰岩

軽石密集層２

粘土質火山灰

柱状図凡例

風成砂

砂礫

（ 一部にシルト ， 砂を挟む）

砂岩

細礫混り中粒砂岩

凝灰質シルト 岩

礫岩～礫質砂岩

火山灰層

高位段丘堆積層

（ Ｈ ５面堆積物）

砂子又層

黄色細粒火山灰（ Toya）

橙色風化軽石（ Orp）

軽石密集層１

砂質凝灰岩

凝灰岩

軽石密集層２

横浜断層南端部の空中写真判読図

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P61 再掲
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1.2.2 横浜断層

（４）横浜断層（南端）の断層評価②
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1.2.2 横浜断層

65

追加

 「活断層詳細デジタルマップ[新編]」(2018)による横浜断層帯は、事業者が活動性を考
慮している区間に包括されている。

 北部の境川付近に指摘されるリニアメントの位置は、事業者が推定する断層位置とは
大きく異なっているが、境川付近の地表踏査の結果、蒲野沢層及び砂子又層は西緩傾
斜を示しており、断層を示唆する構造は認められない。

（５）「活断層詳細デジタルマップ[新編]」(2018)との比較
北川代沢（北端）

向平（南端）
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 横浜断層は、洞爺火山灰（約11.5 万年前～約11.2 万年前）の層準に変位及び変形が認められ、阿蘇
４火山灰（約９万年前～約8.5 万年前）の層準にも高度差があり、その高度差が断層活動により形成さ

れた可能性を否定できないことから、後期更新世の活動を考慮することとし、その長さを北川代沢から
向平付近に至る約15.4km と評価する。

約15.4km

1.2.2 横浜断層 審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P62 再掲
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（６）総合評価
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（１）文献による評価、空中写真判読

67

1.2.3 一切山東方断層及び老部川右岸の断層

 「[新編]日本の活断層」(1991)は、東通村小田野沢南から同村老部川流域に至る朝比奈平丘陵東縁に約7km、ＮＮＥ－ＳＳＷ方向の「活断
層の疑のあるリニアメント(確実度Ⅲ)」を示し、一切山東方断層と呼び、その活動度をＣ級としている。

 「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）は、老部川左岸に約2km、ＮＮＥ－ＳＳＷ方向の推定活断層を示している。この推定活断層は、
「[新編]日本の活断層」(1991)の一切山東方断層とは、位置及び変位センスが異なっている。

 50万分の1活構造図「青森」（1986）には同位置に活断層あるいは推定活断層は示されていない。

山崎ほか
50万分の１活構造図「青森」（1986）

活断層研究会編
「［新編］日本の活断層」（1991）

今泉ほか編
「活断層詳細デジタルマップ［新編］」（2018）

断層名 長さ 確実度 変位の向き

１ 一切山東方断層 7km Ⅲ 西側隆起

確実度Ⅰ：活断層であることが確実なもの
確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの
確実度Ⅲ：活断層の疑のあるリニアメント

活 断 層 ：過去に繰り返し動いてきた跡が地形に現れ、
今後も活動を繰り返すと考えられる断層

推定活断層：地形的な特徴により活断層の存在が推定され
るが、現時点では明確には特定できないもの

断層名 長さ

一切山東方断層※１
約2km（図読）
（推定活断層）

※１：「[新編]日本の活断層」
（1991）の断層名とした。
ただし、位置及び変位セ
ンスが異なっている。

一切山東方断層※１

追加
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（１）文献による評価、空中写真判読

一切山東方断層周辺の空中写真判読図

【一切山東方断層】
 「［新編］日本の活断層」（1991）は、東通村小田野沢南から同
村老部川流域に至る朝比奈平丘陵東縁に約７km、ＮＮＥ－ＳＳ
Ｗ方向の「活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）」を示し、
一切山東方断層と呼び、その活動度をＣ級としている。

 「活断層詳細デジタルマップ［新編］」（2018）は、老部川左岸に
約2km、ＮＮＥ－ＳＳＷ方向の推定活断層を示しているが、その
位置は「［新編］日本の活断層」（1991）の一切山東方断層とは
異なる。

 「[新編] 日本の活断層」（1991）により一切山東方断層が示され
ている朝比奈平丘陵東縁には、小老部川付近から老部川支流
の中ノ又沢南に至る約４km間にＮＮＥ－ＳＳＷ方向に連続する
ＬＤリニアメントが断続して判読される。また、 「活断層詳細デジ
タルマップ［新編］」（2018）により推定活断層が示されている老
部川左岸に、リニアメントは判読されない。

【老部川右岸の断層】
 文献による記載はないが、老部川右岸には、崖面が丸みをお
びた連続性のよい崖・鞍部がみられ、約1.5km 間にＮＮＥ－ＳＳ
Ｗ方向のＬＤリニアメントが判読される。

一切山東方断層

老部川右岸の断層

東京電力(株)

東通原子力敷地

東北電力(株)

東通原子力敷地
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1.2.3 一切山東方断層及び老部川右岸の断層
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【一切山東方断層】
 ＴＲＤに一部対応する位置に、泊層と蒲野沢層

とを境する東落ちの正断層が確認される。

【老部川右岸の断層】
 一切山東方断層の東方の老部川右岸に、泊

層と蒲野沢層とを境する西落ちの正断層が
確認される。

一切山東方断層周辺の地質・断面図

リニアメント

ＬＤ
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資料2-2 P64 再掲

1.2.3 一切山東方断層及び老部川右岸の断層

（２）地表地質調査結果
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 Loc.H-1：東側の蒲野沢層砂岩及び凝灰岩と西側の泊層凝灰角礫岩との境界付近において、泊層凝灰角礫岩と同赤褐色変色部、
蒲野沢層砂岩及び凝灰岩とを境する断層がみられる。

 Loc.H-2：東側の蒲野沢層礫岩及び砂岩と西側の泊層凝灰角礫岩とを境する断層がみられる。同断層はその上部を覆っているＭ１

面堆積物基底面に変位を与えていない。

一切山東方断層周辺の地質図

Loc.H-2(東通村小老部川右岸)のスケッチ

Loc.H-1(東通村老部川支流、李沢右岸)のスケッチ
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1.2.3 一切山東方断層及び老部川右岸の断層

（３）一切山東方断層：Loc.H-1、Loc.H-2
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 リニアメントに対応する位置において実施した地表地質調査により、蒲野沢層の泥岩と砂岩とが整合関係で接していることを確認した。
また、リニアメントは蒲野沢層の泥岩と砂岩の境界に対応しており、岩質の差による侵食地形であると考えられる。

一切山東方断層周辺の地質図

Loc.a(東通村老部川支流、李沢北支流)における地質断面図・スケッチ

リニアメント

ＬＤ

ＬＤ
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1.2.3 一切山東方断層及び老部川右岸の断層

（４）一切山東方断層：Loc.a
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 泊層火山礫凝灰岩と蒲野沢層角礫岩及び凝灰質泥岩とを境する正断層が確認される。

Loc.H-3（東通村老部川東支流）のスケッチ

一切山東方断層周辺の地質図

f.N9E,84W

f.N3E,66W
f.N3W,63W

f.N4W,62W

To

To

Gm

Gm

Gm

0

Ｅ Ｗ

2m

第2.28図　露頭スケッチ（ Loc.H-3，東通村老部川東支流）

泊層

蒲野沢層
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1.2.3 一切山東方断層及び老部川右岸の断層

（５）老部川右岸の断層：Loc.H-3
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 地表地質調査結果によると、「[新編]日本の活断層」（1991）により一切山東方断層が示さ

れている朝比奈平丘陵東縁付近に、西側の泊層と東側の蒲野沢層とを境する東落ちの正
断層が確認される。

 変動地形学的調査結果によると、本断層の位置付近に部分的にＬＤリニアメントが判読さ
れるが、小老部川右岸では、本断層はＭ1面堆積物基底面に変位及び変形を与えていな
いことが確認された。

 本断層は、その位置及び周辺の地質分布から、東北電力株式会社（1998）によるＦ－１断

層に連続するものと判断され、同調査結果によると、Ｆ－１断層はＭ1面堆積物基底面に
変位を与えていないことが確認されている。

 以上のことから、一切山東方断層は少なくとも最終間氷期の堆積物であるＭ1面堆積物に
変位及び変形が認められず、後期更新世以降における活動はないものと判断される。

 また、ＬＤリニアメントは両側の岩質の差を反映した侵食地形であると判断される。

 「活断層詳細デジタルマップ［新編］」（2018）により推定活断層が示されている老部川左岸

には、変動地形学的調査結果によるとリニアメントは判読されず、地表地質調査結果に
よっても断層は確認されていない。
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1.2.3 一切山東方断層及び老部川右岸の断層

（６）一切山東方断層の評価
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 老部川右岸のＬＤリニアメントの位置付近には、東側の泊層と西側の蒲野沢層とを境する西
落ちの正断層が確認される。

 本断層の北方延長位置付近にはＭ1面が広く分布しており、Ｍ1面上にリニアメントは判読さ
れない。

 本断層は、その位置及び地質分布から、東北電力株式会社（1998）によるＦ－９断層に連

続するものと判断されるが、同調査結果によると、Ｆ－９断層はＭ１面堆積物基底面に変位
を与えていないことが確認されている。

 以上のことから、老部川右岸に認められた断層は少なくとも最終間氷期の堆積物であるＭ1

面堆積物に変位及び変形が認められず、後期更新世以降における活動はないものと判断
される。

 また、ＬＤリニアメントは両側の岩質の差を反映した侵食地形であると判断される。

74

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P69 再掲

1.2.3 一切山東方断層及び老部川右岸の断層

（７）老部川右岸の断層の評価
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1.2.4 目名東方の推定活断層

 「活断層詳細デジタルマップ[新編]」(2018)は、東通村目名東方に、ほぼＮ－Ｓ方向で長さ約6kmの推定活断層を示している。

 50万分の１活構造図「青森」（1986）及び「［新編］日本の活断層」（1991）には、同位置に活断層あるいはリニアメントは示され
ていない。

山崎ほか
50万分の１活構造図「青森」（1986）

活断層研究会編
「［新編］日本の活断層」（1991）

今泉ほか編
「活断層詳細デジタルマップ［新編］」（2018）

活 断 層 ：過去に繰り返し動いてきた跡が地形に現れ、
今後も活動を繰り返すと考えられる断層

推定活断層：地形的な特徴により活断層の存在が推定され
るが、現時点では明確には特定できないもの

断層名 長さ

目名東方の
推定活断層※１

約6km（図読）
（推定活断層）

目名東方の推定活断層※１

※１：断層名は申請者による。

追加

（１）文献による評価、空中写真判読
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【文献による評価】
 「活断層詳細デジタルマップ［新編］」

（2018）は、東通村目名東方に、ほぼＮ
－Ｓ方向で長さ約６km の推定活断層
を示している。

【空中写真判読】
 同断層が示されている位置付近には、

幅の広いＮ－Ｓ方向の凹地が分布し、
凹地とその東西両側の丘陵とを境する
急崖が認められるものの、急崖の比高
が一様でないこと、崖面も開析が進ん
でいること、急崖基部の傾斜変換点が
不明瞭であること、崖の配列が直線性
に欠けることなどから、リニアメントは判
読されない。

目名東方の推定活断層周辺の地質図・地質断面図
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凡　　　例

地層名

沖積層

砂岩，軽石質砂岩層

細粒凝灰岩層

軽石凝灰岩層
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軽石凝灰岩層

泥岩層

頁岩層

記号

第2.30図　目名東方の地質断面図

目名層

蒲野沢層

地層・岩相の境界線

層理

「活断層詳細デジタルマップ」（ 2002）
　による推定活断層位置
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第2.30図　目名東方の地質断面図

目名層

蒲野沢層

地層・岩相の境界線

層理

「活断層詳細デジタルマップ」（ 2002）
　による推定活断層位置

蒲野沢層
（軽石凝灰岩層）
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1.2.4 目名東方の推定活断層

（１）文献による評価、空中写真判読
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 推定活断層が示されている凹地内には蒲野沢
層の泥岩が、東側の丘陵には蒲野沢層の頁
岩が、西側の丘陵には蒲野沢層の軽石凝灰
岩がそれぞれ分布し、各層は整合で10°～
30°程度の同傾斜を示している。

（２）目名東方の推定活断層：露頭調査結果

目名東方の推定活断層 露頭調査結果

（Loc.M-1） EE E WW W

EE E WW W
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1.2.4 目名東方の推定活断層
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（３）総合評価

 推定活断層が示されている凹地内には蒲野沢層の泥岩が、東側の丘陵には蒲野沢層の頁岩が、
西側の丘陵には蒲野沢層の軽石凝灰岩がそれぞれ分布し、各層は整合で20°～30°の同傾斜
を示しており、断層は認められないことから、凹地は、推定活断層が示されている凹地内の岩質の
差を反映した侵食地形であり、同位置付近には断層は存在しないものと判断される。
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1.2.4 目名東方の推定活断層
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1.2.5 石持東方のリニアメント 追加

 東通村石持東方には、50万分の１活構造図「青森」（1986）、「［新編］日本の活断層」（1991）及び「活断層詳細デジタルマップ
[新編]」（2018）のいずれにおいても、活断層、推定活断層あるいはリニアメントは示されていない。

山崎ほか
50万分の１活構造図「青森」（1986）

活断層研究会編
「［新編］日本の活断層」（1991）

今泉ほか編
「活断層詳細デジタルマップ［新編］」（2018）

申請者による石持東方のリニアメントの位置

（１）文献による評価、空中写真判読
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 文献による記載はないが、東通村石持東方から同村野牛西方に至る約3.5km間に直線上の谷、
鞍部がみられ、Ｅ－Ｗ方向～ＥＮＥ－ＷＳＷ方向の２条のＬＤリニアメントが判読される。

石持東方の鳥瞰図

石持東方の空中写真判読図

鳥瞰図の

方向

断面線

空中写真判読により抽出・分類された地形

石持東方の空中写真判読図

石持

野牛

リニアメント

ＬＤ

80

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P75 再掲

1.2.5 石持東方のリニアメント

（１）文献による評価、空中写真判読



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社

 北側のリニアメントは、逆向きの崖、直線状の谷、鞍部の配列からなり、リニアメントを挟んでＨ４面に南側が低い高度差
が認められる。

 段丘面上に現海岸方向の高まりが数列並走しており、旧浜堤あるいは古砂丘の可能性が考えられる。

石持東方の空中写真判読図

空中写真判読により抽出・分類された地形

石持東方のDEMデータによる地形断面図（①～④）

81

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P76 再掲

1.2.5 石持東方のリニアメント

（２）北側のリニアメント：地形断面図



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社

 北側のリニアメントについては、ボーリング調査結果によると、
リニアメントの両側でＨ4 面堆積物に不連続は認められず、
リニアメントの北側のみにＨ4 面堆積物を覆う古砂丘堆積物
が分布し、リニアメントは古砂丘の南縁に対応する。

石持東方の空中写真判読図

東通村東栄付近における地質断面図

断面線

空中写真判読により抽出・分類された地形

東通村東栄付近の拡大図

とうえい

ＬＤリニアメント

82

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P77 再掲

1.2.5 石持東方のリニアメント

（３）北側のリニアメント：ボーリング調査結果



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社

 南側のリニアメントは、直線状の谷、傾斜変換部からなり、リニア
メントを挟んでＨ３’面に北側が低い高度差が認められる。

 谷は全体的に直線的であるが、谷の側壁は細かい開析谷が入
り凹凸している。

石持東方の空中写真判読図

石持東方のDEMデータによる地形断面図（⑤～⑨）

空中写真判読により抽出・分類された地形

83

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P78 再掲

1.2.5 石持東方のリニアメント

（４）南側のリニアメント：地形断面図



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社

石持東方の空中写真判読図

断面線

空中写真判読により抽出・分類された地形

東通村鹿橋付近における地質断面図

 既往の評価では、ボーリング調査結果よりリニアメントを挟んで、Ｈ3’面堆積物上面の高度に不連続は認められず、リ
ニアメントの成因としては、ローム層および火山灰層の表層部における厚さの違いによるもの、としていた。

 これに対して、Sp-2孔とSp-3孔の間を補完するために、追加ボーリングを実施した。

ししぱし

ＬＤリニアメント

84

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P79 再掲

1.2.5 石持東方のリニアメント

（５）南側のリニアメント：既往の評価



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社

石持東方の空中写真判読図

東通村鹿橋付近における地質断面図

断面線

 ボーリング調査の結果、リニアメントを挟んで、砂子又層内の鍵層は緩やかに北側に傾斜しており、不連続は
認められず、 リニアメントの成因としては、ローム層および火山灰層の表層部における厚さの違いによるもの
であることが確認された。

Sp-5（新規）

Sp-6（新規）

0

コア写真掲載位置（鍵層対比）※次ページ

ＬＤリニアメント

ＬＤリニアメント
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審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P80 再掲

1.2.5 石持東方のリニアメント

（５）南側のリニアメント：追加ボーリング調査結果①



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社

数
値
は
深
度
表
記
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1.2.5 石持東方のリニアメント

（５）南側のリニアメント：追加ボーリング調査結果②（鍵層対比状況）



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社

Sp-5（新規）

Sp-6（新規）

0

コア写真掲載位置（鍵層対比）※前ページ

 火山灰分析の結果、岩相により対比した各鍵層毎に、鉱物組成、火山ガラス
の屈折率、斜方輝石の屈折率で同様の傾向が確認され、岩相による対比と
一致する結果が得られた。
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ＬＤリニアメント
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1.2.5 石持東方のリニアメント

（５）南側のリニアメント：追加ボーリング調査結果③（鍵層における火山灰分析結果）



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社

 地表地質調査結果によると、リニアメントの両側でＨ4面堆積物上面あるいは砂子又層内の鍵層に不連
続は認められず、北側のリニアメントについては古砂丘堆積物の南縁に対応し、南側のリニアメントに
ついては、ローム層および火山灰層の層厚が変化する付近に位置する。

 以上のことから、リニアメント付近には、少なくとも後期更新世以降に活動した断層は存在せず、北側の
リニアメントについては古砂丘背後の形態を反映したものであり、南側のリニアメントについてはローム
層および火山灰層の風による移動で形成された古地形を反映したものであると判断される。

88

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P83 再掲

1.2.5 石持東方のリニアメント

（６）総合評価



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社 89

1.2.6 一里小屋付近のリニアメント

 東通村一里小屋付近には、50万分の１活構造図「青森」（1986）、「［新編］日本の活断層」（1991）及び「活断層詳細デジタル
マップ[新編]」（2018）のいずれにおいても、活断層、推定活断層あるいはリニアメントは示されていない。

山崎ほか
50万分の１活構造図「青森」（1986）

活断層研究会編
「［新編］日本の活断層」（1991）

今泉ほか編
「活断層詳細デジタルマップ［新編］」（2018）

申請者による一里小屋付近のリニアメントの位置

追加

（１）文献による評価、空中写真判読



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社

 文献による記載はないが、東通村豊栄付近
からむつ市石蕨付近に至る約7.5km 間に、

段丘面の境界付近に直線上の谷がみられ、
ＮＮＷ－ＳＳＥ方向の２条の並走するＬＤリニ
アメントが断続的に判読される。

一里小屋付近の空中写真判読図

断面線

Ｃ

Ｃ’

リニアメント

神山地点

豊栄地点

とよさか

石蕨ＬＤ

90

審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P85 再掲

1.2.6 一里小屋付近のリニアメント

（１）文献による評価、空中写真判読



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社

 西側のリニアメント付近では、ボーリング調査結果によると、砂子又
層が５°程度西傾斜の同斜構造を示し、リニアメントの両側で砂子
又層に不連続は認められない。

 北部(豊栄地点)ではリニアメントの西側のみにＭ1 面堆積物を覆う
古砂丘堆積物が分布し、リニアメントは古砂丘の東縁部に対応す
る。

 また、南部(神山地点)では表層部に比較的厚い陸成層が分布して
いるものの、リニアメントの西側では、陸成層下部に風成砂層及び
極細粒火山灰層からなる高まりが確認され、その背後では陸成層
中に河道で堆積したと考えられる礫混じり砂層が認められる。

断面線

Ｃ

Ｃ’

リニアメント

神山地点

豊栄地点

一里小屋付近の空中写真判読図

神山地点における地質断面図

リニアメント

豊栄地点における地質断面図

リニアメント

リニアメント

ＬＤ

ＬＤ
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審査会合（H30.9.14）
資料2-2 P86 再掲

1.2.6 一里小屋付近のリニアメント

（２）西側のリニアメント



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社

断面線

Ｃ

Ｃ’

リニアメント

神山地点

豊栄地点

 東側のリニアメント付近では断層は認められず、砂子又層が10°程度

西傾斜の同斜構造を示し、リニアメントは西側の比較的固結度の高い泥
岩と東側の固結度の低い砂岩との岩相境界に対応している。

神山地点における地質断面図

一里小屋付近の空中写真判読図
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Ｈ4 Snm
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Ｍ2 Ｍ1
沖積層

砂子又層
（泥岩層）

砂子又層
（泥岩層）

砂子又層
（砂岩層）

砂子又層
（軽石質砂岩，軽石凝灰岩層）

砂子又層
（砂岩層）
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Snm
Snm

Ｈ5
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子
又
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泥岩層

砂岩層

軽石質砂岩，軽石凝灰岩層

凡　　　 例

　地層名 記号

沖積層

Ｍ2面堆積物

Ｍ1'面堆積物

古砂丘堆積物

Ｍ1面堆積物

Ｈ5面堆積物

Ｈ4面堆積物

M2

M1'

M1

H5

H4

odu

地層・岩相の境界線

層理

ＬＤリニアメント

0 500m

第3.2－37図　一里小屋付近の地質断面図

ＬＤ
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1.2.6 一里小屋付近のリニアメント

（３）東側のリニアメント



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社

 地表地質調査結果によると、ＬＤリニアメントの位置付近で砂子又層が５°～10°程度西傾斜の

同斜構造を示しており、岩相にも不連続が認められず、東側のＬＤリニアメントは、西側の泥岩と
東側の砂岩との岩相境界に対応しており、西側のＬＤリニアメントについては風成層からなる高
まりの東縁部に対応する。

 以上のことから、リニアメント付近には、少なくとも後期更新世以降に活動した断層は存在せず、
東側のリニアメントは、岩質の差を反映した侵食地形であり、西側のリニアメントは、風成層から
なる高まりの背後の形態を反映したものと判断される。
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審査会合（H30.9.14）
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1.2.6 一里小屋付近のリニアメント

（４）総合評価



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社

余白

94



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社 95

1.2.7 小田野沢西方のリニアメント

 東通村小田野沢西方の朝比奈平丘陵東縁付近には、50万分の１活構造図「青森」（1986）、「［新編］日本の活断層」（1991）
及び「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（2018）のいずれにも、活断層、推定活断層あるいはリニアメントは示されていない。

山崎ほか
50万分の１活構造図「青森」（1986）

活断層研究会編
「［新編］日本の活断層」（1991）

今泉ほか編
「活断層詳細デジタルマップ［新編］」（2018）

申請者による小田野沢西方のリニアメントの位置

追加

（１）文献による評価、空中写真判読



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社

小田野沢西方の空中写真判読図

小田野沢西方の地質断面図
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T RＤ

凡　　  例

段丘区分 記号

土石流状
扇状地面

変動地形の可能性のある地形

1 2km0

小田野沢

東京電力(株)
敷地境界

この地図は，国土地理院発行の 2万5千分の１地形 図
（近川）を使用したものである。

断面線
a a'

リニアメント

①
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Srm
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Tol

Tol

Tos

Tos

Srm Srm

Srm
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a
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dt
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'

a

dt
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Tos

Srm

Srgs

dk

凡　　　例

地層名

沖積層

Ｍ1' 面堆積物 

Ｍ1 面堆積物

安山岩質溶岩層

砂質凝灰角礫岩層

凝灰質砂岩層

泥岩層

礫質砂岩層

貫入岩

地層・岩相の境界線

断層（破線は推定） 

Dランクの変動地形の
   可能性のある地形

記号

第3.3-17図　小田野沢西方の地質断面図
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凡　　　例

地層名

沖積層

Ｍ1' 面堆積物 

Ｍ1 面堆積物

安山岩質溶岩層

砂質凝灰角礫岩層

凝灰質砂岩層

泥岩層

礫質砂岩層

貫入岩

地層・岩相の境界線

断層（破線は推定） 

Dランクの変動地形の
   可能性のある地形

記号

第3.3-17図　小田野沢西方の地質断面図
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 文献による記載はないが、東通村小田野沢西方においては、西側
の朝比奈丘陵と東側の低地との境界部の約２km 間に、やや開析
された急傾斜の崖がみられ、Ｎ－Ｓ方向のＬＤリニアメントが判読さ
れる。

 ＬＤリニアメントは、西側の泊層凝灰質砂岩及び溶岩と東側の猿ヶ
森層泥岩との岩相境界付近に位置しており、両層ともに、西緩傾
斜～ほぼ水平な同斜構造を示す。

ＬＤ
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（１）文献による評価、空中写真判読
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 東京電力株式会社が実施したボーリング調査により得られたデータを解析した結果、リニアメントの延長位置付近において泊層及び猿ヶ森層
に不連続は認められず、リニアメントの延長部は海成のＭ１面堆積物分布域の西縁に位置しており、同位置はＭ１面形成期の最高位旧汀線に
あたる。

 なお、旧汀線付近では、Ｍ１面堆積物直上に、海食崖から崩落したと考えられる巨礫が認められる。
 また、リニアメントの東方に２条の断層が推定されるものの、いずれもＭ1 面堆積物に変位及び変形を与えていないことが確認された。
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（２）ボーリング調査結果
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 地表地質調査結果によると、ＬＤリニアメントの位置付近には断層は存在せず、ＬＤリニアメントは西側
の泊層と東側の猿ヶ森層との境界付近に位置し、Ｍ１面形成期の最高位旧汀線に対応している。

 以上のことから、リニアメントは、泊層と猿ヶ森層との岩質の差を反映した侵食地形、あるいは、Ｍ１面
形成期における海食崖であると判断される。
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1.2.7 小田野沢西方のリニアメント

（３）総合評価



無断複製・転載禁止 リサイクル燃料貯蔵株式会社

余白
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